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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、高速道路の維持管理・更新のための総費用を回収するという条件の
下で、道路損傷を考慮した車種別高速道路料金を試算するとともに、同料金の導入により社会的余剰が増加する
ことをシミュレーション分析によって明らかにすることである。社会的余剰とは道路利用者である乗用車・大型
車の消費者余剰（支払意思額―一般化費用）と道路会社の生産者余剰（料金収入―維持管理・更新費用）の合計
をさす。本研究では、損傷者負担原則に基づき大型車料金を値上げし（乗用車料金を値下げし）、大型車を道路
損傷を受けにくいルートに誘導させることで道路会社の更新費用を削減し、もってより持続可能な高速道路料金
体系を提案した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to estimate highway tolls by vehicle type that 
take road damage into account under the condition that the total costs of expressway maintenance and
 renewal are recovered, and to clarify through simulation analysis that the introduction of these 
tolls will increase social surplus. Social surplus refers to the sum of consumer surplus 
(willingness to pay - generalized cost) of passenger cars and large vehicles that are road users, 
and producer surplus (toll revenue - maintenance and renewal costs) of road companies. In this 
study, we propose a more sustainable highway toll system by raising the toll for large vehicles 
(reducing the toll for passenger cars) based on the Damage-Pays-Principle and by directing large 
vehicles to routes that are less susceptible to road damage.

研究分野： 交通経済学

キーワード： 高速道路　車種別料金　大型車　損傷者負担　交通需要マネジメント

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
制度評価の目的関数として社会的余剰の最大化を用いる点にある。この評価枠組みは、社会的余剰を用いて最適
な混雑税を検討した大瀧,根本他ら（2018）の研究で開発されたものを、さらに拡張・発展させたものである。
道路行政の政策ニーズを的確に捉え、その本質を経済学のインフラ課金の理論を深めることによって明らかに
し、シンプルではあるが具体的な道路ネットワークを想定したシミュレーション分析によって、損傷者負担原則
による料金を算定し評価した点にある。高速道路料金
体系の改善に多くの示唆を与えることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高速道路は「税」ではなく「料金」でまかなうべきことに関し国民的合意はあるが、より 

公平・効率的な料金体系を模索していく必要がある。そのなかでも、これまで空間的・時間 
的占有面積に応じて決められてきた車種別料金の見直しが急務である。そのために、車種別 
の道路損傷費用を推計し車種別料金を導出する必要がある。大型車の料金が上がり乗用車の 
料金が下がれば、相対的に価格弾力的な乗用車交通量は増加するため、道路利用者全体の余 
剰を増加させることができるはずである。 
さらに、料金プール制は維持しつつも道路損傷を受けやすい橋梁などの構造物区間の料金 

を割高にし、もって大型車を道路損傷を受けにくい土工区間へ誘導し、高速道路網全体の更 
新費用を削減できれば、料金値下げも期待できる。料金を「財源調達」だけでなく「交通需 
要マネジメント」の方法としても活用するのである。 
交通インフラに対する課金のあり方については、理論的蓄積がある。すなわち、限界費用 

価格形成原理に基づき、各種費用を負担させるべきとの主張がなされてきた 
（Newbery(1988)）。しかし、限界費用だけでは平均費用をまかなえず、建設費用（更新費 
用）を政府が負担することになる。 
そこで、財源調達の持続性を高めるべく平均費用を課す、すなわち道路総費用を回収する 

課金も提案されてきた。例えば、各車種の課金弾力性に反比例させ限界費用に上乗せ課金す 
るラムゼイ・プライシングがある（山内（1987））。実務では、アメリカでコスト・アロケ 
ーション・スタディの中で道路損傷責任負担額を算定し税額を決めてきているし、欧州委員 
会も非混雑道路で平均費用価格形成に則り、車種別のインフラ損傷負担を課すことを提案し 
ている（Maibach(2008)）。さらに、脇嶋,根本他ら（2018）は首都圏の高速道路をケースと 
して大型車の損傷者課金額を試算し、交通需要マネジメントとしての活用も提案した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は「高速道路の維持管理・更新のための総費用を回収するという条件の下で、 

道路損傷を考慮した車種別高速道路料金を試算するとともに、同料金の導入により社会的余 
剰が増加することをシミュレーション分析によって明らかにする」ことである。なお、ここ 
で社会的余剰とは道路利用者である乗用車・大型車の消費者余剰（支払意思額―一般化費 
用）と道路会社の生産者余剰（料金収入―維持管理・更新費用）の合計をさす。本研究では、 
損傷者負担原則に基づき大型車料金を値上げし（乗用車料金を値下げし）、大型車を道路損 
傷を受けにくいルートに誘導させることで道路会社の更新費用を削減し、もってより持続可 
能な高速道路料金体系を提案することを目指している。 
 本研究のシミュレーション分析でも交通量均衡配分は必要となるが、そこで学術的貢献を意
図していないため、図 1 に示す簡単な道路ネットワークを用いることにする。具体的には首都
高を念頭に置いた相対的に損傷を受けやすく維持管理・更新費用が必要となる 
ルート（全区間が橋梁区間）と圏央道を念頭に置いた相対的に損傷を受けにくいルートからなる
ネットワークを想定し、首都高ルートの大型車料金を上げることで、圏央道ルートへ誘導するこ
とを目指している。 

 

３．研究の方法 
（2020 年） 
1. 研究枠組の構築 
2. 欧米の有料道路制度の評価 
3. 費用データの整備 
（2021 年） 
2. 欧米の有料道路制度の評価 
3. 費用データの整備 
（2022 年、2023 年） 
4. シミュレーション分析 
 

４．研究成果 

1. 研究枠組の構築 
Verhoef(2009)などのインフラ容量を可変とするインフラ課金理論、および大型車交通の道路

損傷に与える影響の最新の実証研究をレビューし、本研究の高速道路で損傷者負担料金を導入
することが「社会的余剰を最大化する」仮説を補強した。 
2. 欧米の有料道路制度の評価 
2-1 各国の課金原則、課金単価水準を比較するとともに、車種別負担額、とくに大型車の負担額
を明らかにした。 



3. 費用データの整備 
3-1 NEXCO3 会社、首都高、阪高から路線別、車種別交通量、財務データ、更新計画に関する資
料を入手し整理した。なお、現在の更新計画の 68%は床板関連の費用である。 
 
（2021 年） 
2-2 有料道路制度を評価し、日本への示唆を得た。 
3-2 大型車交通量別、道路設置環境別、道路損傷タイプ別の道路費用関数を推計した。 
（2022 年、2023 年） 
4. シミュレーション分析 
土工区間・橋梁区間からなるネットワークを想定し、料金プール制の対象費目、損傷負担費目

を定め、分析シナリオとして記述した。 
その上で、将来の交通・物流需要等について比較ケースを設定し、道路費用関数を用いて損傷

者課金のシミュレーション分析を実施し、社会的余剰が増大することを確認する（図 3）。報告
書・論文にとりまとめた。 
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